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(57)【要約】
【課題】トラフィックオフロード技術を使用することに
より、ＬＴＥネットワークにおける利用可能な帯域幅の
問題を解決する。
【解決手段】進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）は、プロセッ
サと、プロセッサに接続され、ローカルネットワークを
介したインターネットアクセスのために、当該ｅＮＢの
ローカルネットワークにおけるＳＩＰＴＯ（ＳＩＰＴＯ
＠ＬＮ）機能のサポートに基づいて、第１のアップリン
ク非アクセス層（ＮＡＳ）メッセージを転送する前に、
選択的インターネットプロトコル（ＩＰ）トラフィック
オフロード（ＳＩＰＴＯ）ローカルゲートウェイ（Ｌ－
ＧＷ）トランスポート層アドレスを含むイニシャルユー
ザ装置（ＵＥ）メッセージを、モビリティ管理エンティ
ティ（ＭＭＥ）に送信する通信モジュールとを備え、Ｓ
ＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷトランスポート層アドレスが、ＳＩ
ＰＴＯ　Ｌ－ＧＷが当該ｅＮＢと一緒に用いられること
を示すことができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに接続され、ローカルネットワークを介したインターネットアクセスの
ために、当該ｅＮＢのローカルネットワークにおけるＳＩＰＴＯ（ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ）機
能のサポートに基づいて、第１のアップリンク非アクセス層（ＮＡＳ）メッセージを転送
する前に、選択的インターネットプロトコル（ＩＰ）トラフィックオフロード（ＳＩＰＴ
Ｏ）ローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）トランスポート層アドレスを含むイニシャルユー
ザ装置（ＵＥ）メッセージを、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）に送信する通信モ
ジュールとを備え、
　前記ＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷトランスポート層アドレスが、ＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷが当該
ｅＮＢと一緒に用いられることを示すことができる、ｅＮＢ。
【請求項２】
　前記ＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷが、前記ローカルネットワークに存在する、請求項１に記載
のｅＮＢ。
【請求項３】
　命令を有する１つ又は複数のコンピュータプログラムであって、前記命令が実行された
場合に進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）に、
　ローカルネットワークを介したインターネットアクセスのために、前記ｅＮＢのローカ
ルネットワークにおけるＳＩＰＴＯ（ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ）機能のサポートに基づいて、選
択的インターネットプロトコル（ＩＰ）トラフィックオフロード（ＳＩＰＴＯ）ローカル
ゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）トランスポート層アドレスを含むイニシャルユーザ装置（ＵＥ
）メッセージを生成させるとともに、
　第１のアップリンク非アクセス層（ＮＡＳ）メッセージを転送する前に、前記イニシャ
ルＵＥメッセージをモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）に送信させ、
　前記ＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷトランスポート層アドレスが、ＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷが前記
ｅＮＢと一緒に用いられることを示すことができる、１つ又は複数のコンピュータプログ
ラム。
【請求項４】
　前記ＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷが、前記ローカルネットワークに存在する、請求項３に記載
の１つ又は複数のコンピュータプログラム。
【請求項５】
　進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに接続され、ローカルネットワークを介したインターネットアクセスの
ために、当該ｅＮＢのローカルネットワークにおけるＳＩＰＴＯ（ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ）機
能のサポートに基づいて、選択的インターネットプロトコル（ＩＰ）トラフィックオフロ
ード（ＳＩＰＴＯ）ローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）トランスポート層アドレスを含む
アップリンク非アクセス層（ＮＡＳ）トランスポートメッセージを、モビリティ管理エン
ティティ（ＭＭＥ）に送信する通信モジュールとを備え、
　前記ＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷトランスポート層アドレスが、ＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷが当該
ｅＮＢと一緒に用いられることを示すことができる、ｅＮＢ。
【請求項６】
　前記ＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷが、前記ローカルネットワークに存在する、請求項５に記載
のｅＮＢ。
【請求項７】
　命令を有する１つ又は複数のコンピュータプログラムであって、前記命令が実行された
場合に進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）に、
　ローカルネットワークを介したインターネットアクセスのために、前記ｅＮＢのローカ
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ルネットワークにおけるＳＩＰＴＯ（ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ）機能のサポートに基づいて、選
択的インターネットプロトコル（ＩＰ）トラフィックオフロード（ＳＩＰＴＯ）ローカル
ゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）トランスポート層アドレスを含むアップリンク非アクセス層（
ＮＡＳ）トランスポートメッセージを生成させるとともに、
　前記アップリンク非アクセス層（ＮＡＳ）トランスポートメッセージをモビリティ管理
エンティティ（ＭＭＥ）に送信させ、
　前記ＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷトランスポート層アドレスが、ＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷが前記
ｅＮＢと一緒に用いられることを示すことができる、１つ又は複数のコンピュータプログ
ラム。
【請求項８】
　前記ＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷが、前記ローカルネットワークに存在する、請求項７に記載
の１つ又は複数のコンピュータプログラム。
【請求項９】
　請求項３又は請求項４に記載の１つ又は複数のコンピュータプログラムを記憶したコン
ピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【請求項１０】
　請求項７又は請求項８に記載の１つ又は複数のコンピュータプログラムを記憶したコン
ピュータ読み取り可能な記憶媒体。
 
 
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　この出願は、２０１３年３月２９日に出願され、“Advanced　Wireless　Communicatio
n　Systems　and　Techniques”と表題が付けられた米国仮特許出願第６１／８０６，８
２１号の利益、及び米国仮特許出願第６１／８０６，８２１号からの優先権を主張すると
ともに、その全体の開示は参照によりここに組み込まれている。
【０００２】
　近年、スマートフォンからのインターネット使用、及びインターネットを使用するデー
タサービスが非常に増加し、それによって、スマートフォンからのトラフィックが増加し
た。トラフィックにおけるこの急激な上昇は、携帯電話事業者のネットワークの利用可能
な帯域幅を減らしている。トラフィックオフローディング（traffic　offloading）は、
ユーザプレーン（Ｕ－ｐｌａｎｅ）からのトラフィックの方向を、ロングタームエボリュ
ーション（ＬＴＥ）基地局（例えば、進化型ＮｏｄｅＢ（evolved　NodeB：ｅＮＢ））か
らインターネットへ直接変更するための技術である。少なくとも２つのトラフィックオフ
ロード（traffic　offload）、すなわちＬＩＰＡ（Ｌｏｃａｌ　ＩＰ　Ａｃｃｅｓｓ：ロ
ーカルＩＰアクセス）、及びＳＩＰＴＯ（Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｏ
ｆｆｌｏａｄ：選択的ＩＰトラフィックオフロード）が存在する。
【０００３】
　ＬＩＰＡは、ＬＴＥ　３ＧＰＰ　Ｒｅｌ－１０（リリース１０）において、ホームｅＮ
ｏｄｅＢ（Home　eNodeB：ＨｅＮＢ）を通して接続されるユーザ装置（ＵＥ）が、ユーザ
プレーンが携帯電話事業者のコアネットワークを通過することなく、同じ住居用（reside
ntial）／事業者用（enterprise）ＩＰネットワークにおける他のＩＰ能力を有するエン
ティティ（IP　capable　entity）にアクセスすることを可能にする機能として使用され
る。ＬＩＰＡ機能は、ＰＤＮゲートウェイ機能のサブセットであるローカルゲートウェイ
（Ｌ－ＧＷ）機能をＨｅＮＢと一緒に配置することによって実現される。ユーザプレーン
のトラフィックは、コアネットワークを通過することなく、ＨｅＮＢと一緒に配置される
Ｌ－ＧＷ機能との間で直接転送される。ＬＩＰＡ機能は、３ＧＰＰ　ＴＳ　２３．４０１
において明記される。
【０００４】
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　ＳＩＰＴＯは、ＬＴＥ　３ＧＰＰ　Ｒｅｌ－１０（リリース１０）において、オペレー
タが、ユーザ装置（ＵＥ）の現在の位置の近くに存在するネットワークノードにおける特
定のタイプのトラフィックをオフロードすることを可能にする機能として使用される。Ｓ
ＩＰＴＯは、携帯電話事業者のコアネットワークに存在するＰＤＮゲートウェイ機能にお
いてオフロードされる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、トラフィックオフロード技術を使用することにより、ＬＴＥネットワーク
における利用可能な帯域幅の問題を解決する必要性がある。
【０００６】
　図解の簡素化及び明瞭化のために、図面において示された要素は、一定の比率で必ずし
も描かれたわけではない。例えば、いくつかの要素の寸法は、表示の明瞭化のために、他
の要素と比較して誇張されているかもしれない。さらに、参照符号は、対応する又は同様
の要素を示すために、図面の間で繰り返して使用されるかもしれない。それらの図面は下
記でリストされる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】いくつかの例示的な実施例によるセルラシステムの概略のブロック図の説明図で
ある。
【図２】いくつかの例示的な実施例による進化型ユニバーサル地上無線アクセスネットワ
ーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）無線アクセスベアラ（Ｅ－ＲＡＢ）　ＳＥＴＵＰ手順の概要のフ
ローチャートの説明図である。
【図３】いくつかの例示的な実施例によるＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ
手順の概要のフローチャートの説明図である。
【図４】いくつかの例示的な実施例によるＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＳＥＲ　ＥＱＵＩＰＭＥＮ
Ｔ（ＵＥ）　ＭＥＳＳＡＧＥ手順の概要のフローチャートの説明図である。
【図５】いくつかの例示的な実施例によるＵＰＬＩＮＫ　ＮＯＮ　ＡＣＣＥＳＳ　ＳＴＲ
ＡＴＵＭ　（ＮＡＳ）　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ手順の概要のフローチャートの説明図である
。
【図６】いくつかの例示的な実施例によるモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）の概略
のブロック図の説明図である。
【図７】いくつかの例示的な実施例による基地局の概略のブロック図の説明図である。
【図８】いくつかの例示的な実施例による製品の概略のブロック図の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　下記の詳細な説明において、多数の特定の詳細が、いくつかの実施例の完全な理解を提
供するために説明される。しかしながら、いくつかの実施例はこれらの特定の詳細なしで
実施され得る、ということが当業者によって理解されることになる。他の場合において、
周知の方法、手順、構成要素、ユニット、及び／又は回路は、議論を不明瞭にしないため
に、詳細に説明されなかった。
【０００９】
　例えば、“処理する（processing）”、“演算する（computing）”、“計算する（cal
culating）”、“判定する（determining）”、“確立する（establishing）”、“分析
する（analyzing）”、“チェックする（checking）”などのような用語を使用するここ
における議論は、コンピュータのレジスタ及び／又はメモリ内の物理的（例えば電子的）
な量として表されたデータを、コンピュータのレジスタ及び／若しくはメモリ内、又は、
動作及び／若しくは処理を実行するための命令を格納し得る他の情報記憶媒体内の物理的
な量として同様に表された他のデータに処理するか、及び／又は変換する、コンピュータ
、計算プラットフォーム、計算システム、又は他の電子計算装置の（複数の）動作及び／
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若しくは（複数の）処理を参照し得る。
【００１０】
　ここで使用される“多数（plurality）”及び“複数（a　plurality）”という用語は
、例えば、“複数（multiple）”又は“２つ以上”を含む。例えば、“複数のアイテム”
は、２つ以上のアイテムを含む。
【００１１】
　“一実施例”、“実施例”、“例示的な実施例”、“各種の実施例”などへの言及は、
そのように説明された（複数の）実施例が特定の特徴、構造、又は特性を含むかもしれな
いが、しかし、全ての実施例が特定の特徴、構造、又は特性を必ずしも含むとは限らない
、ということを示す。さらに、“一実施例において”という言い回し（phrase）の繰り返
された使用は、同じ実施例を参照する場合もあるが、同じ実施例を必ずしも参照するとは
限らない。
【００１２】
　ここで使用されるように、特に指定のない限り、共通の物体を説明するための順序の形
容詞である“第１の”、“第２の”、“第３の”などの使用は、単に、同様の物体の異な
る事例が言及されるということを示すとともに、時間的に、空間的に、ランキングで、又
はあらゆる他の方法のいずれにおいても、そのように説明された物体が所定の順序でなけ
ればならない、と示唆することを意図していない。
【００１３】
　いくつかの実施例は、様々な装置及びシステム、例えば、パーソナルコンピュータ（Ｐ
Ｃ）、デスクトップコンピュータ、モバイルコンピュータ、ラップトップコンピュータ、
ノートブックコンピュータ、タブレットコンピュータ、ウルトラブック（登録商標）コン
ピュータ、スマートフォン装置、サーバコンピュータ、ハンドヘルドコンピュータ、ハン
ドヘルド装置、携帯情報端末（ＰＤＡ）装置、ハンドヘルドＰＤＡ装置、オンボード装置
、オフボード装置、ハイブリッド装置、車両装置（vehicular　device）、非車両装置（n
on-vehicular　device）、モバイル又はポータブル装置、民生用装置、非モバイル又は非
ポータブル装置、無線通信ステーション、無線通信装置、無線アクセスポイント（ＡＰ）
、有線又は無線ルータ、有線又は無線モデム、ビデオ装置、オーディオ装置、オーディオ
－ビデオ（Ａ／Ｖ）装置、有線又は無線ネットワーク、セルラネットワーク、セルラノー
ド、ＭＩＭＯ（Multiple　Input　Multiple　Output）トランシーバ又はＭＩＭＯ装置、
ＳＩＭＯ（Single　Input　Multiple　Output）トランシーバ又はＳＩＭＯ装置、ＭＩＳ
Ｏ（Multiple　Input　Single　Output）トランシーバ又はＭＩＳＯ装置、１つ又は複数
の内部アンテナ及び／又は外部アンテナを有する装置、デジタルビデオ放送（Digital　V
ideo　Broadcast：ＤＶＢ）装置又はＤＶＢシステム、マルチ標準ラジオ装置又はマルチ
標準ラジオシステム、有線又は無線ハンドヘルド装置、例えばスマートフォン、ワイヤレ
スアプリケーションプロトコル（Wireless　Application　Protocol：ＷＡＰ）装置、自
動販売機、販売用端末（sell　terminal）など、と共に使用され得る。
【００１４】
　いくつかの実施例は、既存のロングタームエボリューション（ＬＴＥ）仕様書、例えば
、3GPP　TS　36.413:　3rd　Generation　Partnership　Project；Technical　Specifica
tion　3rd　Generation　Partnership　Project；Technical　Specification　Group　Ra
dio　Access　Network；Evolved　Universal　Terrestrial　Radio　Access　Network　(
E-UTRAN)；S1　Application　Protocol　(S1AP)　(Release　11)　on　Group　Radio　Ac
cess　Network；Evolved　Universal　Terrestrial　Radio　Access　Network　(E-UTRAN
)；S1　Application　Protocol　(S1AP),　3GPP　TS　36.401:　3rd　Generation　Partn
ership　Project；Technical　Specification　Group　Radio　Access　Network；Evolve
d　Universal　Terrestrial　Radio　Access　Network　(E-UTRAN)；そのアーキテクチャ
記述、及び／若しくはその将来版、及び／若しくはその派生物に従って動作する装置並び
に／又はネットワーク、上記のネットワークの一部分であるユニット並びに／又は装置な
ど、と共に使用され得る。
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【００１５】
　いくつかの実施例は、１つ又は複数のタイプの無線通信信号及び／又は無線通信システ
ム、例えば、無線周波数（ＲＦ）、周波数分割多重化（ＦＤＭ）、直交ＦＤＭ（ＯＦＤＭ
）、単一キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、時分割多重化（ＴＤＭ）、時
分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）、拡張ＴＤＭＡ（Extended　TDMA：Ｅ－ＴＤＭＡ）、汎用
パケット無線システム（General　Packet　Radio　Service：ＧＰＲＳ）、拡張ＧＰＲＳ
、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））、Ｃ
ＤＭＡ２０００、シングルキャリアＣＤＭＡ、マルチキャリアＣＤＭＡ、マルチキャリア
変調（ＭＤＭ）、離散マルチトーン（ＤＭＴ）、ブルートゥース（登録商標）、全地球測
位システム（ＧＰＳ）、ワイヤレスフィディリティ（ワイファイ）、ＷｉＭＡＸ（ワイマ
ックス）、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）（ジグビー）、ウルトラワイドバンド（Ultra-Wide
band：ＵＷＢ）、グローバルシステムフォーモバイルコミュニケーション（ＧＳＭ（登録
商標））、第２世代（２Ｇ）、２．５Ｇ、３Ｇ、３．５Ｇ、４Ｇのロングタームエボリュ
ーション（ＬＴＥ）セルラシステム、ＬＴＥアドバンストセルラシステム、高速ダウンリ
ンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）、高速アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ
）、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）、ＨＳＰＡ＋、シングルキャリア無線伝送技術（
１ＸＲＴＴ）、ＥＶ－ＤＯ（Evolution-Data　Optimized）、ＧＳＭ（登録商標）進化型
高速データレート（Enhanced　Data　rates　for　GSM（登録商標）　Evolution：ＥＤＧ
Ｅ）など、と共に使用され得る。他の実施例が、様々な他の装置、システム、及び／又は
ネットワークにおいて使用され得る。
【００１６】
　ここで使用される“無線装置”という言い回しは、例えば、無線通信が可能である装置
、無線通信が可能である通信装置、無線通信が可能である通信ステーション、無線通信が
可能であるポータブル装置又は非ポータブル装置などを含む。いくつかの例示的な実施例
において、無線装置は、コンピュータに統合される周辺装置若しくはコンピュータに取り
付けられる周辺装置であり得るか、又は、コンピュータに統合される周辺装置若しくはコ
ンピュータに取り付けられる周辺装置を含み得る。いくつかの例示的な実施例において、
“無線装置”という言い回しは、無線サービスを任意に含み得る。
【００１７】
　無線通信信号に関してここで使用される“通信する（communicating）”という用語は
、無線通信信号を送信すること、及び／又は無線通信信号を受信することを含む。例えば
、無線通信信号を通信することが可能である無線通信ユニットは、無線通信信号を少なく
とも１つの他の無線通信ユニットに送信するための無線通信送信機、及び／又は無線通信
信号を少なくとも１つの他の無線通信ユニットから受信するための無線通信受信機を含み
得る。
【００１８】
　ＬＴＥセルラシステムに関して、いくつかの例示的な実施例がここで説明される。しか
しながら、あらゆる他の適切なセルラネットワーク、例えば３Ｇセルラネットワーク、４
Ｇセルラネットワーク、ＷｉＭａｘセルラネットワークなどにおいて、他の実施例が実施
され得る。
【００１９】
　ここで使用される“アンテナ”という用語は、１つ又は複数のアンテナ素子、アンテナ
コンポーネント、アンテナユニット、アンテナアセンブリ、及び／又はアンテナアレイの
あらゆる適切な構成、構造、及び／又は配置を含み得る。いくつかの実施例において、ア
ンテナは、別個の送信アンテナ素子及び受信アンテナ素子を使用して、送信機能及び受信
機能を実施し得る。いくつかの実施例において、アンテナは、共通の及び／又は統合され
た送信／受信素子を使用して、送信機能及び受信機能を実施し得る。例えば、アンテナは
、フェーズドアレイアンテナ、単一素子アンテナ、ダイポールアンテナ、ビーム切換アン
テナ（switched　beam　antenna）のセット、及び／又は同様のものを含み得る。
【００２０】
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　ここで使用される“セル”という用語は、ネットワーク資源（resource：リソース）の
組み合わせ、例えば下りリンク資源及び任意に上りリンク資源を含み得る。それらの資源
は、例えば、セルラノード（同様に“基地局”とも呼ばれる）などにより、制御され得る
か、及び／又は割り当てられ得る。下りリンク資源の搬送周波数と上りリンク資源の搬送
周波数との間の結合は、下りリンク資源で送信されるシステム情報において示され得る。
【００２１】
　ここで使用される用語Ｓ１は、進化型ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（Ev
olved　Universal　Terrestrial　Radio　Access　Network：Ｅ－ＵＴＲＡＮ）と進化型
パケットコア（Evolved　Packet　Core：ＥＰＣ）との間の相互接続ポイントを提供する
ｅＮＢとＥＰＣとの間の論理インタフェースを特定し得る。それは、さらに、基準ポイン
トとして考えられる。
【００２２】
　ここで使用される用語Ｅ－ＵＴＲＡＮ無線アクセスベアラ（E-UTRAN　Radio　Access　
Bearer：Ｅ－ＲＡＢ）は、Ｓ１ベアラと対応するデータ無線ベアラ（Data　Radio　Beare
r）との連結を特定し得る。Ｅ－ＲＡＢが存在する場合に、このＥ－ＲＡＢと非アクセス
層（Non　Access　Stratum：ＮＡＳ）のＥＰＳベアラとの間には１対１のマッピングが存
在する。
【００２３】
　ここで使用される用語Ｘ２は、２つのｅＮＢの間の論理インタフェースを特定し得る。
ｅＮＢの間のポイントツーポイントリンクを論理的に表す一方、物理的な実現は、ポイン
トツーポイントリンクである必要はない。
【００２４】
　いくつかの例示的な実施例によるセルラシステム１００のブロック図を概略的に例示す
る図１をここで参照する。例えば、セルラシステム１００は、第４世代のセルラシステム
、例えばＷｉＭＡＸセルラシステム、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）又はＬＴ
Ｅアドバンストセルラシステムを含むことができ、例えばＬＴＥアドバンストは、リリー
ス１０、リリース１１、リリース１２、又はそれ以上を含むことができる。
【００２５】
　いくつかの例示的な実施例において、セルラシステム１００は、第４世代、第５世代、
第６世代、又はそれより上の世代のセルラシステムであり得る。例えば、セルラシステム
１００は、ＬＴＥ、ＬＴＥアドバンスト、ＷｉＭＡＸなどを含み得る。一実施例によれば
、セルラシステム１００は、必要に応じて、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１１０
、及びＥＰＣ１２０を含み得る。例えば、ＲＡＮ１１０は、必要に応じて、ユーザ装置（
ＵＥ）１３０、基地局１４０、例えばｅＮＢ、及び基地局１５０、例えばホームｅＮＢ（
ＨｅＮＢ）を含み得る。ＥＰＣ１２０は、ローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）１６０、サ
ービングゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）１７０、及びモビリティ管理エンティティ（Mobility
　Management　Entity：ＭＭＥ）１８０を含み得る。
【００２６】
　いくつかの例示的な実施例において、例えば、ＵＥ１３０は、インターネット１９０に
接続されるように、ＨｅＮＢ１５０及び／又はｅＮＢ１４０に要求を送信し得る。ｅＮＢ
１４０は、Ｓ１アプリケーションプロトコル（Ｓ１ＡＰ）手順を通して、ＭＭＥ１８０に
メッセージを送信し得る。メッセージは、インターネット１９０又はローカルネットワー
クに対する接続を確立するための要求を含み得る。例えば、ＭＭＥ１８０は、必要に応じ
て、ＬＩＰＡ（Ｌｏｃａｌ　ＩＰ　Ａｃｃｅｓｓ）のためのＬ－ＧＷ機能を通してローカ
ルネットワークに対する接続を確立し、及びＳＩＰＴＯ＠ＬＮ（Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ
　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｏｆｆｌｏａｄ　ａｔ　ａ　Ｌｏｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）を通して
インターネット１９０に対する接続を確立することができる。
【００２７】
　１つの代表的な実施例によれば、インターネット１９０に対する接続の確立の後で、Ｕ
Ｅ１３０は、点線１８５によって示されたように、ＨｅＮＢ１５０及び／又はｅＮＢ１４
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０、そしてＬ－ＧＷ１６０を通して、インターネット１９０に接続され得る。
【００２８】
　いくつかの例示的な実施例において、ＵＥ１３０は、例えば、モバイルコンピュータ、
ラップトップコンピュータ、ノートブックコンピュータ、ウルトラブック（登録商標）コ
ンピュータ、タブレットコンピュータ、モバイルインターネット装置、ハンドヘルドコン
ピュータ、ハンドヘルド装置、記憶装置、ＰＤＡ装置、ハンドヘルドＰＤＡ装置、オンボ
ード装置、オフボード装置、ハイブリッド装置（例えばセルラ電話機能とＰＤＡ装置機能
を組み合わせる）、民生用装置、車両装置（vehicular　device）、非車両装置（non-veh
icular　device）、モバイル又はポータブル装置、移動電話、セルラ電話、ＰＣＳ装置、
モバイル又はポータブルＧＰＳ装置、ＤＶＢ装置、比較的小さな計算装置、非デスクトッ
プコンピュータ、ＣＳＬＬ（Carry　Small　Live　Large）装置、ウルトラモバイル装置
（Ultra　Mobile　Device：ＵＭＤ）、ウルトラモバイルＰＣ（Ultra　Mobile　PC：ＵＭ
ＰＣ）、モバイルインターネット装置（Mobile　Internet　Device：ＭＩＤ）、“Ｏｒｉ
ｇａｍｉ”装置又は“Ｏｒｉｇａｍｉ”計算装置、ビデオ装置、オーディオ装置、Ａ／Ｖ
装置、ゲーミング装置、メディアプレーヤ、スマートフォンなどを含み得る。
【００２９】
　いくつかの代表的実施例によれば、ＭＭＥ１８０は、ＬＩＰＡ又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮの
ためのＬ－ＧＷ機能を通して、インターネット１９０に対する接続を確立するように構成
され得る。例えば、ＭＭＥ１８０は、必要に応じて、Ｓ１論理インタフェースを通してｅ
ＮＢ１４０に接続され得る。Ｓ１論理インタフェースは、Ｓ１ＡＰ手順を含み得るととも
に、ＭＭＥ１８０は、Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ手順、及びＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸ
Ｔ　ＳＥＴＵＰ手順のうちの少なくとも１つによりインターネット１９０に対する接続を
確立し得るが、実施例は上述のＳ１ＡＰ手順に限定されないということが理解されるべき
である。
【００３０】
　いくつかの代表的実施例によれば、ＳＩＰＴＯ機能は、たとえネットワークエッジによ
り近いとしても、トラフィックオフロードを可能にし得る。ＳＩＰＴＯ＠ＬＮによってオ
フロードが実行されるノードは、ローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）と呼ばれ、それは、
例えば、ＰＤＮゲートウェイ機能のサブセットである。Ｌ－ＧＷは、“ローカルネットワ
ーク”に存在し、“ローカルネットワーク”はＲＡＮレベルでアクセス可能であるＩＰネ
ットワークのことを漠然と指す。
【００３１】
　いくつかの実施例によれば、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮは、独立型のＬ－ＧＷ、及び／又は一緒
に配置されるＬ－ＧＷによって実施され得る。例えば、Ｌ－ＧＷ機能は、ＨｅＮＢと一緒
に配置され得るとともに、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ機能は、明白にユーザに通知せずに、低値の
トラフィック（例えばインターネットトラフィック）をオフロードすることを望むオペレ
ータによって呼び出され得るが、いくつかの実施例の範囲はこの実例に限定されない。
【００３２】
　いくつかの例示的な実施例によるＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ手順２００の概要のフローチ
ャートの説明図である図２をここで参照する。いくつかの実施例によれば、Ｅ－ＲＡＢ　
ＳＥＴＵＰ手順２００は、例えば、3GPP　technical　specification　TS　36.413:　3rd
　Generation　Partnership　Project；Technical　Specification　Group　Radio　Acce
ss　Network；Evolved　Universal　Terrestrial　Radio　Access　Network　(E-UTRAN)
；S1　Application　Protocol　(S1AP)に従って設定され得る。Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ
手順２００は、１つ又はいくつかのＥ－ＲＡＢのためのＵｕ及びＳ１にリソースを割り当
てるとともに、特定のＵＥに対して対応するデータ無線ベアラをセットアップするように
設定され得る。Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ手順は、ＵＥに関連した信号伝達を使用し得る。
【００３３】
　いくつかの代表的実施例によれば、ＭＭＥ２２０は、Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱ
ＵＥＳＴメッセージをｅＮＢ２１０に送信することにより手順を開始し得る。例えば、Ｅ
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Ｂを含むＥ－ＲＡＢ設定を構築するように、及び各Ｅ－ＲＡＢに関してＥ－ＲＡＢ　ｔｏ
　ｂｅ　Ｓｅｔｕｐ　Ｉｔｅｍ情報要素（ＩＥ）を含むように、ｅＮＢ２１０により必要
とされる情報を含み得る。
【００３４】
　Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージ２３０の受信に基づいて、そして
リソースが要求された設定のために利用可能であるならば、ｅＮＢ２１０は、要求された
Ｅ－ＲＡＢ設定を実行し得る。各Ｅ－ＲＡＢに対して、そしてＥ－ＲＡＢ　Ｌｅｖｅｌ　
Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ（ＱｏＳ）　Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ　ＩＥに基づ
いて、ｅＮＢ２１０は、データ無線ベアラを確立し得るとともに、必要とされるリソース
をＵｕに割り当て得る。ｅＮＢ２１０は、ＮＡＳ－ＰＤＵ　ＩＥと、各確立されたデータ
無線ベアラに対するＥ－ＲＡＢに関して受信されたＥ－ＲＡＢ　ＩＤ　ＩＥに含まれる値
とをＵＥに渡す。ｅＮＢ２１０は、失敗したデータ無線ベアラに関連したＮＡＳ　ＰＤＵ
をＵＥに送信しないかもしれない。ｅＮＢ２１０は、確立されるように要求されたＥ－Ｒ
ＡＢに関して、必要とされるリソースをＳ１に割り当て得る。
【００３５】
　いくつかの実施例によれば、ＭＭＥ２２０は、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ（相関Ｉ
Ｄ）情報要素（ＩＥ）を含み得るＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージ２
３０をｅＮＢ２１０に送信することができ、ここで、ｅＮＢ２１０は、ＬＩＰＡ動作又は
ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のためのＬ－ＧＷ機能により構成され得るとともに、関与している
Ｅ－ＲＡＢに対するＬＩＰＡ動作又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のために、Ｃｏｒｒｅｌａｔ
ｉｏｎ　ＩＤに含まれる情報を使用するように構成され得る。例えば、Ｃｏｒｒｅｌａｔ
ｉｏｎ　ＩＤ　ＩＥは、どのベアラがＬ－ＧＷに経路指定され得るかをｅＮＢ２１０に通
知し得る。Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ　ＩＥは、必要に応じて、Ｌ－ＧＷを特定し得
る。ｅＮＢ２１０は、少なくとも１つの要求されたＥ－ＲＡＢについての結果を含み得る
Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージ２４０を送信し得るが、いくつか
の実施例の範囲はこの観点において限定されない。
【００３６】
　実施例によれば、下記のテーブル１は、必要に応じて、Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥ
ＱＵＥＳＴメッセージ２３０の代表的な内容を記述する。
【００３７】
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【表１】

【００３８】
　例えば、Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴ機能のＬＩＰＡ－ＳＩＰＴＯ　Ｆｌ
ａｇは、ＬＩＰＡ又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮのためのＬ－ＧＷ機能を通してインターネットに
対する接続を確立するようにｅＮＢを設定し得る。
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【００３９】
　いくつかの実施例によれば、Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴ機能は、例えば
、下記の事項を含み得る。
【００４０】
【数１】

 
【００４１】
　いくつかの例示的な実施例によるＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ手順３
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００の概要のフローチャートの説明図である図３をここで参照する。いくつかの実施例に
よれば、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ手順３００は、Ｅ－ＲＡＢ　ｃｏ
ｎｔｅｘｔ、Ｓｅｃｕｒｉｔｙ　Ｋｅｙ、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ　
Ｌｉｓｔ、ＵＥ　Ｒａｄｉｏ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ、ＵＥ　Ｓｅｃｕｒｉｔｙ　Ｃａｐ
ａｂｉｌｉｔｉｅｓなどを含んでいる必要な全体の最初のＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔを確立す
るように構成され得る。ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ手順３００は、必
要に応じて、ＵＥに関連した信号伝達を使用し得る。
【００４２】
　例えば、ＭＭＥ３２０は、ＬＩＰＡ動作又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のためのＬ－ＧＷ機
能により構成されるとともに、関与しているＥ－ＲＡＢに対するＬＩＰＡ動作又はＳＩＰ
ＴＯ＠ＬＮ動作のためにＣｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤに含まれる情報を使用するように
更に構成されるｅＮＢ３１０に対して、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ　ＩＥを含む“Ｅ
－ＲＡＢ　ｔｏ　ｂｅ　Ｓｅｔｕｐ　Ｉｔｅｍ”ＩＥを含み得るＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮ
ＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージ３３０を送信し得る。例えば、Ｃｏｒ
ｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ　ＩＥは、どのベアラがＬ－ＧＷに経路指定されるべきかをｅＮ
Ｂに通知し得る。さらに、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ　ＩＥは、Ｌ－ＧＷを特定し得
る。ＭＭＥ３２０は、ｅＮＢ３１０から、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ
　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージ３４０を受信し得る。
【００４３】
　いくつかの実施例によれば、下記のテーブル２は、必要に応じて、ＩＮＩＴＩＡＬ　Ｃ
ＯＮＴＥＸＴ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージの代表的な内容を記述する。
【００４４】
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【表２】

【００４５】
　例えば、Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴ機能のＬＩＰＡ－ＳＩＰＴＯ　Ｆｌ
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ａｇは、ＬＩＰＡ又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮのためのＬ－ＧＷ機能を通してインターネットに
対する接続を確立するようにｅＮＢを設定し得る。
【００４６】
　いくつかの実施例によれば、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵ
ＥＳＴ機能は、例えば、下記の事項を含み得る。
【００４７】
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【数２】

【００４８】
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　いくつかの例示的な実施例によるＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ　ＭＥＳＳＡＧＥ手順４００の
概要のフローチャートの説明図である図４をここで参照する。いくつかの実施例において
、ＭＭＥ４２０は、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のためのＬ－ＧＷ機能により構成され得るｅＮ
Ｂ４１０から、Ｌ－ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ（トランス
ポート層アドレス）　ＩＥ及びＬｏｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　ＩＤ（ローカルネットワー
クＩＤ）　ＩＥを含み得るＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ　ＭＥＳＳＡＧＥメッセージ４３０を受
信し得る。例えば、Ｌ－ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ　ＩＥ
及びＬｏｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　ＩＤ　ＩＥは、必要に応じて、ＭＭＥ４２０に、ｅＮ
Ｂ４１０のＬＩＰＡ又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮのサポートに関する情報を提供するとともに、
ｅＮＢ４１０のＬ－ＧＷアドレス又はローカルネットワークＩＤを記憶するように構成さ
れ得る。
【００４９】
　いくつかの実施例によれば、下記のテーブル３は、必要に応じて、ＩＮＩＴＩＡＬ　Ｕ
Ｅ　ＭＥＳＳＡＧＥメッセージ４３０の代表的な内容を記述する。
【００５０】
【表３】
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【００５１】
　１つの例示的な実施例によれば、Ｌ－ＧＷは、ｅＮＢと一緒に配置され得る。この実施
例によれば、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ　ＭＥＳＳＡＧＥメッセージは、ＭＭＥ４２０に、Ｌ
ＩＰＡ　ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ及び／又はＳＩＰＴＯ
　Ｌ－ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓを提供し得る。
【００５２】
　別の例示的な実施例によれば、Ｌ－ＧＷは、ｅＮＢから離れていても良い。この実施例
によれば、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ　ＭＥＳＳＡＧＥメッセージは、ＭＭＥ４２０に、Ｈｅ
ＮＢ及び／又はｅＮＢのローカルネットワークＩＤを提供し得るが、本実施例の範囲はこ
の実例に限定されない。
【００５３】
　いくつかの実施例によれば、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ　ＭＥＳＳＡＧＥ機能の実例は、例
えば、下記の事項を含み得る。
【００５４】
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【数３】

【００５５】
　いくつかの例示的な実施例によるＵＰＬＩＮＫ　ＮＯＮ　ＡＣＣＥＳＳ　ＳＴＲＡＴＵ
Ｍ　（ＮＡＳ）　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ手順５００の概要のフローチャートの説明図である
図５をここで参照する。いくつかの例示的な実施例において、ＭＭＥ５２０は、ＳＩＰＴ
Ｏ＠ＬＮ動作又はＬＩＰＡ動作のためのＬ＿ＧＷ機能により構成されるｅＮＢ５１０から
、Ｌ－ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ　ＩＥ及びＬｏｃａｌ　
Ｎｅｔｗｏｒｋ　ＩＤ　ＩＥを含み得るＵＰＬＴＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴメッ
セージ５３０を受信し得る。例えば、Ｌ－ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄ
ｄｒｅｓｓ　ＩＥ及びＬｏｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　ＩＤ　ＩＥは、必要に応じて、ｅＮ
Ｂ５１０がＬＩＰＡ及び／又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮをサポートするか否かに関する情報、並
びにｅＮＢのＬ－ＧＷアドレス及び／又はローカルネットワークＩＤに関する情報を含み
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【００５６】
　いくつかの実施例によれば、下記のテーブル４は、必要に応じて、ＵＰＬＴＮＫ　ＮＡ
Ｓ　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴメッセージ５３０の代表的な内容を記述する。
【００５７】
【表４】

【００５８】
　１つの例示的な実施例によれば、Ｌ－ＧＷは、ｅＮＢと一緒に配置され得る。この実施
例によれば、ＵＰＬＴＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴメッセージは、ＭＭＥ４２０に
、ＬＩＰＡ　ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ及び／又はＳＩＰ
ＴＯ　Ｌ－ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓを提供し得る。
【００５９】
　別の例示的な実施例によれば、Ｌ－ＧＷは、ｅＮＢから離れていても良い。この実施例
によれば、ＵＰＬＴＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴメッセージは、ＭＭＥ４２０に、
ＨｅＮＢ及び／又はｅＮＢのローカルネットワークＩＤを提供し得るが、本実施例の範囲
はこの実例に限定されない。
【００６０】
　いくつかの実施例によれば、ＵＰＬＴＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ機能は、下記
の事項を含み得る。
【００６１】
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【数４】

【００６２】
　いくつかの例示的な実施例によるＭＭＥ６００の概略のブロック図の説明図である図６
をここで参照する。
【００６３】
　いくつかの例示的な実施例において、ＭＭＥ６００は、メモリ６１０、プロセッサ回路
６２０、及びＬ－ＧＷ機能６３０を含み得る。
【００６４】
　例えば、メモリ６１０は、フラッシュメモリ、ＳＳＤ、ハードドライブ、大容量記憶装
置などであり得る。例えば、いくつかの実施例において、メモリ６１０は、プロセッサ回
路６２０により使用され得る命令及びデータを記憶し得る。メモリ６１０は、ＵＰＬＴＮ
Ｋ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ手順６１２、Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ手順６１４、ＩＮ
ＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ手順６１６、及び／又はＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ
　ＭＥＳＳＡＧＥ手順６１８を記憶し得る。
【００６５】
　動作において、及びいくつかの実施例によれば、プロセッサ回路６２０は、ＬＩＰＡ及
び／又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮのためのローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）機能６３０を通し
てインターネット又はローカルネットワークに対する接続を確立するように構成され得る
。ＭＭＥ６００は、インターネットに対する接続を確立するために、１つ又は複数のＳ１
手順を使用し得る。例えば、ＭＭＥ６００は、インターネットに対するＵＥの接続を確立
するために、必要に応じて、Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ手順６１４及びＩＮＩＴＩＡＬ　Ｃ
ＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ手順６１６のうちの１つ又は複数を使用し得る。
【００６６】
　例えば、Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ手順６１４を使用する場合に、プロセッサ回路６２０
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は、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ情報要素（ＩＥ）を含み得るＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ
　ＲＥＱＵＥＳＴ　メッセージをｅＮＢに送信することができ、ここで、ｅＮＢは、ＬＩ
ＰＡ動作又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のためのＬ＿ＧＷ機能により構成されるとともに、関
与しているＥ－ＲＡＢに対するＬＩＰＡ動作又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のために、Ｃｏｒ
ｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤに含まれる情報を使用するように構成される。例えば、ｅＮＢは
、どのベアラがＬ－ＧＷに経路指定され得るかを理解するために、この情報を使用し得る
。プロセッサ回路６２０は、ｅＮＢから、少なくとも１つの要求されたＥ－ＲＡＢについ
ての結果を含み得るＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージを受信するよ
うに構成され得るが、いくつかの実施例の範囲はこの観点において限定されない。
【００６７】
　さらなる実例において、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ手順６１６を使
用する場合に、プロセッサ回路６２０は、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ　ＩＥを含むＩ
ＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージをｅＮＢに送信
することができ、ここで、ｅＮＢは、ＬＩＰＡ動作又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のためのＬ
＿ＧＷ機能により構成されるとともに、関与しているＥ－ＲＡＢに対するＬＩＰＡ動作又
はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のために、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤに含まれる情報を使用
するように構成される。例えば、ｅＮＢは、どのベアラがＬ－ＧＷに経路指定され得るか
を理解するために、この情報を使用し得る。プロセッサ回路６２０は、ｅＮＢから、ＩＮ
ＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージを受信するよう
に構成され得る。
【００６８】
　いくつかの実施例によって動作し、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ　ＭＥＳＳＡＧＥ手順６１８
を使用する場合に、プロセッサ回路６２０は、ｅＮＢから、ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　
Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ　ＩＥを含むＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ　ＭＥＳＳＡＧＥメッセ
ージを受信することができ、ここで、ｅＮＢは、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のためのＬ＿ＧＷ
機能により構成される。さらに、ＵＰＬＩＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ手順を使用
する場合に、プロセッサ回路６２０は、ｅＮＢから、ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙ
ｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ　ＩＥを含むＵＰＬＩＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴメッセー
ジを受信することができ、ここで、ｅＮＢは、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のためのＬ＿ＧＷ機
能により構成されるが、いくつかの実施例はこの実例に限定されない。
【００６９】
　例えば、ＭＭＥは、必要に応じて、ＬＩＰＡ及び／又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮをサポートす
るｅＮＢをサポートするための情報を使用し得るとともに、ＭＭＥは、ＧＷ　Ｔｒａｎｓ
ｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ　ＩＥにより提供され得るＬ－ＧＷアドレス及び
／又はローカルネットワークＩＤを使用し得る。
【００７０】
　いくつかの例示的な実施例による基地局７００の概略のブロック図の説明図である図７
を参照する。いくつかの例示的な実施例において、基地局７００は、ｅＮＢ、ＨｅＮｏｄ
ｅＢなどを含み得る。基地局７００、例えばｅＮＢは、メモリ７１０、プロセッサ回路７
２０、Ｌ－ＧＷ機能７３０、少なくとも１つの送信機（ＴＸ）７４０、少なくとも１つの
受信機（ＲＸ）７５０、及び少なくとも１つのアンテナ７６０を含み得る。
【００７１】
　例えば、基地局７００は、ＬＴＥセルラシステムの一部分として実施され得るとともに
、ｅＮｏｄｅＢ、ホームｅＮｏｄｅＢ、フェムトセル、ピコセル、セルラノードなどを含
み得る。基地局の機能及びブロックのうちのいくつかのみが提示されるということが理解
されるべきである。プロセッサ回路７２０は、必要に応じて、下りリンク－上りリンクト
ラフィックを制御するための通信用プロセッサと、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ手順を使用してＬ－
ＧＷを通してインターネット又はローカルネットワークに対するＵＥの接続を確立するた
めのソフトウェア及び／又はハードウェアモジュールとを含み得る。
【００７２】
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　いくつかの例示的な実施例において、少なくとも１つのアンテナ７６０は、無線通信信
号、ブロック、フレーム、伝送ストリーム、パケット、メッセージ及び／又はデータを送
信すること及び／又は受信することに適切な、あらゆるタイプのアンテナを含み得る。例
えば、少なくとも１つのアンテナ７６０は、１つ若しくは複数のアンテナ素子、アンテナ
コンポーネント、アンテナユニット、アンテナアセンブリ、及び／又はアンテナアレイの
あらゆる適切な構成、構造、及び／又は配置を含み得る。例えば、アンテナ７６０は、ア
ンテナアレイ、アンテナタワー、フェーズドアレイアンテナ、ダイポールアンテナ、単一
素子アンテナ、切換えビームアンテナのセット、及び／又は同様のものを含み得る。
【００７３】
　いくつかの例示的な実施例において、少なくとも１つの送信機７４０は、ＯＦＤＭ変調
スキームに従って変調された下りリンクを通して信号を送信し得るとともに、少なくとも
１つの受信機７５０は、ＳＣ－ＦＤＭＡ変調スキームに従って変調された上りリンクから
信号を受信し得る。いくつかの代表的実施例によれば、少なくとも１つの送信機７４０及
び少なくとも１つの受信機７５０は、必要に応じて、ＭＩＭＯモジュールにより制御され
得るとともに、ビームフォーミングを生成するように構成され得る。
【００７４】
　例えば、メモリ７１０は、フラッシュメモリ、ＳＳＤ、ハードドライブ、大容量記憶装
置などであり得る。例えば、いくつかの実施例において、メモリ７１０は、プロセッサ回
路７２０により使用され得る命令及びデータを記憶し得る。メモリ７１０は、ＵＰＬＩＮ
Ｋ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ手順７１２、Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ手順７１４、ＩＮ
ＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ手順７１６、及び／又はＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ
　ＭＥＳＳＡＧＥ手順７１８を記憶し得る。
【００７５】
　動作において、及びいくつかの実施例によれば、プロセッサ回路７２０は、ＬＩＰＡ又
はＳＩＰＴＯ＠ＬＮのためのＬ－ＧＷ機能を通してインターネット又はローカルネットワ
ークに対する接続を確立するように構成されることができ、ここで、インターネット又は
ローカルネットワークに対する接続確立は、必要に応じて、少なくとも１つのＩＮＩＴＩ
ＡＬ　ＵＥ　ＭＥＳＳＡＧＥ手順７１８又はＵＰＬＩＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ
手順７１２に伴って生じる。
【００７６】
　１つの実例の実施例によれば、基地局７００は、ｅＮＢを含み得るとともに、受信機７
５０は、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ情報要素（ＩＥ）を含むＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ
　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージを受信するように構成され得る。ｅＮＢは、ＬＩＰＡ動作及
び／又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のためのＬ－ＧＷ機能７３０により構成され得る。さらに
、ｅＮＢは、関与しているＥ－ＲＡＢに対するＬＩＰＡ動作又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作の
ために、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤに含まれる情報を使用するように構成され得る。
送信機７４０は、少なくとも１つの要求されたＥ－ＲＡＢについての結果を含み得るＥ－
ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージを送信するように構成され得るが、い
くつかの実施例の範囲はこの実例に限定されないということが理解されるべきである。
【００７７】
　別の実例の実施例によれば、受信機７５０は、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ　ＩＥを
含むＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージを受信す
るように構成され得る。ｅＮＢは、ＬＩＰＡ動作及び／又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のため
のＬ＿ＧＷ機能７３０により構成され得る。さらに、ｅＮＢは、ＬＩＰＡ動作及び／又は
ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のために、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤに含まれる情報を使用す
るように構成され得る。送信機７４０は、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ
　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージを送信するように構成され得るが、いくつかの実施例の範
囲はこの実例に限定されないということが理解されるべきである。
【００７８】
　いくつかの実施例によれば、送信機７４０は、ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ
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　Ａｄｄｒｅｓｓ　ＩＥを含むＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ　ＭＥＳＳＡＧＥメッセージを送信
するように構成され得る。さらに、送信機７４０は、Ｌ－ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌ
ａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ　ＩＥを含むＵＰＬＩＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴメッ
セージを送信するように構成され得るが、いくつかの実施例の範囲はこの実例に限定され
ないということが理解されるべきである。
【００７９】
　いくつかの例示的な実施例による製造製品８００を概略的に例示する図８を参照する。
製品８００は、例えば、基地局７００（図７）及び／若しくはＭＭＥ６００（図６）の機
能のうちの少なくとも一部分を実行するために、並びに／又は、例えばＥ－ＲＡＢ　ＳＥ
ＴＵＰ手順２００（図２）、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ手順３００（
図３）、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ　ＭＥＳＳＡＧＥ手順４００（図４）、及び／若しくはＵ
ＰＬＩＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ手順５００（図５）のようなＳ１手順の１つ若
しくは複数の動作を実行するために使用され得るロジック８２０を記憶するための非一時
的な機械読み取り可能記憶媒体８１０を含み得る。“非一時的な機械読み取り可能媒体”
という言い回しは、一時的な伝搬信号を唯一の例外としながら、全てのコンピュータ読み
取り可能媒体を含むように方向付けられる。
【００８０】
　いくつかの例示的な実施例において、製品８００及び／又は機械読み取り可能記憶媒体
８１０は、データを記憶することが可能であって、揮発性メモリ、不揮発性メモリ、取り
外し可能又は取り外し不可能メモリ、消去可能又は消去不可能メモリ、書き込み可能又は
書き込み不可能メモリなどを含んでいる、１つ又は複数のタイプのコンピュータ読み取り
可能記憶媒体を含み得る。例えば、機械読み取り可能記憶媒体８１０は、ＲＡＭ、ＤＲＡ
Ｍ、ダブルデータレートＤＲＡＭ（ＤＤＲＡＭ）、ＳＤＲＡＭ、スタティックＲＡＭ（Ｓ
ＲＡＭ）、ＲＯＭ、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可能プログラマブルＲＯＭ
（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、コンパクトデ
ィスクＲＯＭ（ＣＤ－ＲＯＭ）、コンパクトディスクレコーダブル（ＣＤ－Ｒ）、コンパ
クトディスクリライタブル（ＣＤ－ＲＷ）、フラッシュメモリ（例えばＮＯＲ型フラッシ
ュメモリ又はＮＡＮＤ型フラッシュメモリ）、連想メモリ（ＣＡＭ）、ポリマーメモリ、
相変化メモリ、強誘電体メモリ、シリコン－酸化物－窒化物－酸化物－シリコン（ＳＯＮ
ＯＳ）メモリ、ディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、ハードドライブ、光ディス
ク、磁気ディスク、カード、磁気カード、光カード、テープ、カセットテープなどを含み
得る。コンピュータ読み取り可能記憶媒体は、リモートコンピュータから要求しているコ
ンピュータに対して、通信リンク、例えばモデム、ラジオ、又はネットワーク接続を通る
搬送波又は他の伝搬媒体に統合されるデータ信号により伝達されるコンピュータプログラ
ムをダウンロードすること又は転送すること、に関連しているあらゆる適切な媒体を含み
得る。
【００８１】
　いくつかの例示的な実施例において、ロジック８２０は、もし機械により実行されるな
らば、機械にここで説明された方法、処理、及び／又は動作を実行させ得る命令、データ
、及び／又はコードを含み得る。機械は、例えば、あらゆる適切な、処理プラットフォー
ム、計算プラットフォーム、計算装置、処理装置、計算システム、処理システム、コンピ
ュータ、プロセッサなどを含み得るとともに、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウ
ェアなどのあらゆる適切な組み合わせを用いて実装され得る。
【００８２】
　いくつかの例示的な実施例において、ロジック８２０は、ソフトウェア、ソフトウェア
モジュール、アプリケーション、プログラム、サブルーチン、命令、命令セット、計算コ
ード、語句（words）、値、記号などを含み得るか、又はソフトウェア、ソフトウェアモ
ジュール、アプリケーション、プログラム、サブルーチン、命令、命令セット、計算コー
ド、語句（words）、値、記号などとして実装され得る。命令は、ソースコード、コンパ
イル済み（compiled）コード、解釈済み（interpreted）コード、実行可能コード、静的
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コード、動的コードなどのような、あらゆる適切なタイプのコードを含み得る。命令は、
特定の機能を実行するようにプロセッサに命令するための、予め定義されたコンピュータ
言語、様式、又は構文に従って実行され得る。命令は、“Ｃ”、“Ｃ＋＋”、“Ｊａｖａ
（登録商標）”、“ＢＡＳＩＣ”、“Ｍａｔｌａｂ”、“Ｐａｓｃａｌ”、“Ｖｉｓｕａ
ｌ　ＢＡＳＩＣ”、アセンブリ言語、機械コードなどのような、あらゆる適切な高水準プ
ログラミング言語、低水準プログラミング言語、オブジェクト指向プログラミング言語、
ビジュアルプログラミング言語、コンパイル済みプログラミング言語、及び／又は解釈済
みプログラミング言語を用いて実装され得る。
【００８３】
「実例」
　下記の実例は、更なる実施例に関連する。
【００８４】
　実例１は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）により操作されるインターネットへ
の通信方法を含み、当該方法は、ＬＩＰＡ（Ｌｏｃａｌ　ＩＰ　Ａｃｃｅｓｓ）又はＳＩ
ＰＴＯ＠ＬＮ（Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｏｆｆｌｏａｄ　ａｔ　ａ　
Ｌｏｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）のためのローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）機能を通して
インターネットに対する接続を確立するように進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）を設定するス
テップであって、上記インターネットに対する上記接続を確立することが、進化型ユニバ
ーサル地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）無線アクセスベアラ（Ｅ－ＲＡ
Ｂ）　ＳＥＴＵＰ手順、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ手順、ＩＮＩＴＩ
ＡＬ　ＵＳＥＲ　ＥＱＵＩＰＭＥＮＴ（ＵＥ）　ＭＥＳＳＡＧＥ手順、又はＵＰＬＩＮＫ
　ＮＯＮ　ＡＣＣＥＳＳ　ＳＴＲＡＴＵＭ（ＮＡＳ）　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ手順のうちの
少なくとも１つを実行することを含む、ステップを含む。
【００８５】
　実例２は、実例１の主題を含むとともに、任意に、上記Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ手順は
、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ
　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージを上記ｅＮＢに送信するステップであって、上記Ｃｏｒｒｅ
ｌａｔｉｏｎ　ＩＤに含まれる情報が、上記ｅＮＢが関与しているＥ－ＲＡＢに対する上
記ＬＩＰＡ動作又は上記ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作を実行することを可能にするように設定さ
れる、ステップと、少なくとも１つの要求されたＥ－ＲＡＢについての結果を含んでいる
Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージを上記ｅＮＢから受信するステッ
プとを含む。
【００８６】
　実例３は、実例１の主題を含むとともに、任意に、上記ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸ
Ｔ　ＳＥＴＵＰ手順は、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＩ
ＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージを上記ｅＮＢに
送信するステップであって、上記Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤに含まれる情報が、上記
ｅＮＢが関与しているＥ－ＲＡＢに対する上記ＬＩＰＡ動作又は上記ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動
作を実行することを可能にするように設定される、ステップと、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮ
ＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージを上記ｅＮＢから受信するステップ
とを含む。
【００８７】
　実例４は、実例１の主題を含むとともに、任意に、上記ＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ　ＭＥＳ
ＳＡＧＥ手順は、ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ情報要素（Ｉ
Ｅ）を含んでいるＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ　ＭＥＳＳＡＧＥメッセージを上記ｅＮＢから受
信するステップと、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮのためのＬ－ＧＷ機能を通して上記インターネット
に対する上記接続を確立するステップとを含む。
【００８８】
　実例５は、実例１の主題を含むとともに、任意に、上記ＵＰＬＩＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡ
ＮＳＰＯＲＴ手順は、ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ情報要素
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（ＩＥ）を含んでいるＵＰＬＩＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴメッセージを上記ｅＮ
Ｂから受信するステップと、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮのためのＬ－ＧＷ機能を通して上記インタ
ーネットに対する上記接続を確立するステップとを含む。
【００８９】
　実例６は、インターネットに対する通信を確立するように構成される進化型ＮｏｄｅＢ
（ｅＮＢ）を含み、当該ｅＮＢは、ＬＩＰＡ（Ｌｏｃａｌ　ＩＰ　Ａｃｃｅｓｓ）又はＳ
ＩＰＴＯ＠ＬＮ（Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｏｆｆｌｏａｄ　ａｔ　ａ
　Ｌｏｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）のためのローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）機能を通し
て上記インターネットに対する接続を確立するように構成されるとともに、進化型ユニバ
ーサル地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）無線アクセスベアラ（Ｅ－ＲＡ
Ｂ）　ＳＥＴＵＰ手順、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ手順、ＩＮＩＴＩ
ＡＬ　ＵＳＥＲ　ＥＱＵＩＰＭＥＮＴ（ＵＥ）　ＭＥＳＳＡＧＥ手順、又はＵＰＬＩＮＫ
　ＮＯＮ　ＡＣＣＥＳＳ　ＳＴＲＡＴＵＭ（ＮＡＳ）　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ手順のうちの
少なくとも１つにより上記インターネットに対する上記接続を確立するプロセッサ回路を
備える。
【００９０】
　実例７は、実例６の主題を含むとともに、任意に、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ情報
要素（ＩＥ）を含んでいるＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージを受信す
る受信機であって、上記ｅＮＢがＬＩＰＡ動作又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のためのＬ＿Ｇ
Ｗ機能により構成されるとともに、上記ｅＮＢが関与しているＥ－ＲＡＢに対するＬＩＰ
Ａ動作又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のために上記Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤに含まれる
情報を使用するように構成される、上記受信機と、少なくとも１つの要求されたＥ－ＲＡ
Ｂについての結果を含んでいるＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージを
送信する送信機とを備える。
【００９１】
　実例８は、実例６の主題を含むとともに、任意に、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ情報
要素（ＩＥ）を含んでいるＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳ
Ｔメッセージを受信する受信機であって、上記ｅＮＢが、ＬＩＰＡ動作又はＳＩＰＴＯ＠
ＬＮ動作のためのＬ＿ＧＷ機能により構成されるとともに、関与しているＥ－ＲＡＢに対
するＬＩＰＡ動作又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のために上記Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ
に含まれる情報を使用するように構成される、上記受信機と、上記ｅＮＢからＩＮＩＴＩ
ＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージを送信する送信機とを
備える。
【００９２】
　実例９は、実例６の主題を含むとともに、任意に、ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙ
ｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ　ＭＥＳＳＡ
ＧＥメッセージを送信する送信機を備え、上記ｅＮＢは、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のための
Ｌ＿ＧＷ機能により構成される。
【００９３】
　実例１０は、実例６の主題を含むとともに、任意に、ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａ
ｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＵＰＬＩＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮ
ＳＰＯＲＴＥメッセージを送信する送信機を備え、上記ｅＮＢは、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作
のためのＬ＿ＧＷ機能により構成される。
【００９４】
　実例１１は、セルラシステムを含み、当該セルラシステムは、アンテナアレイに動作可
能に連結されるとともに、インターネットに対する通信を確立するように構成される進化
型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）であって、ＬＩＰＡ（Ｌｏｃａｌ　ＩＰ　Ａｃｃｅｓｓ）又はＳ
ＩＰＴＯ＠ＬＮ（Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｏｆｆｌｏａｄ　ａｔ　ａ
　Ｌｏｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）のためのローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）機能を通し
て上記インターネットに対する接続を確立するように構成されるとともに、進化型ユニバ
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ーサル地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）無線アクセスベアラ（Ｅ－ＲＡ
Ｂ）　ＳＥＴＵＰ手順、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ手順、ＩＮＩＴＩ
ＡＬ　ＵＳＥＲ　ＥＱＵＩＰＭＥＮＴ（ＵＥ）　ＭＥＳＳＡＧＥ手順、又はＵＰＬＩＮＫ
　ＮＯＮ　ＡＣＣＥＳＳ　ＳＴＲＡＴＵＭ（ＮＡＳ）　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ手順のうちの
少なくとも１つにより上記インターネットに対する上記接続を確立するプロセッサを含む
、上記ｅＮＢを備える。
【００９５】
　実例１２は、実例１１の主題を含むとともに、任意に、上記ｅＮＢは、Ｃｏｒｒｅｌａ
ｔｉｏｎ　ＩＤ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴ
メッセージを受信する受信機であって、上記ｅＮＢがＬＩＰＡ動作又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ
動作のためのＬ＿ＧＷ機能により構成されるとともに、上記ｅＮＢが関与しているＥ－Ｒ
ＡＢに対するＬＩＰＡ動作又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のために上記Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏ
ｎ　ＩＤに含まれる情報を使用するように構成される、上記受信機と、少なくとも１つの
要求されたＥ－ＲＡＢについての結果を含んでいるＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯ
ＮＳＥメッセージを送信する送信機とを備える。
【００９６】
　実例１３は、実例１１の主題を含むとともに、任意に、上記ｅＮＢは、Ｃｏｒｒｅｌａ
ｔｉｏｎ　ＩＤ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴ
ＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージを受信する受信機であって、上記ｅＮＢがＬＩＰＡ動作
又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のためのＬ＿ＧＷ機能により構成されるとともに、上記ｅＮＢ
が関与しているＥ－ＲＡＢに対するＬＩＰＡ動作又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作のために上記
Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤに含まれる情報を使用するように構成される、上記受信機
と、上記ｅＮＢからＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメ
ッセージを送信する送信機とを備える。
【００９７】
　実例１４は、実例１３の主題を含むとともに、任意に、上記プロセッサは、上記ＩＮＩ
ＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ手順を終了するように構成される。
【００９８】
　実例１５は、実例１１の主題を含むとともに、任意に、上記ｅＮＢは、ＧＷ　Ｔｒａｎ
ｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＩＮＩＴＩＡＬ
　ＵＥ　ＭＥＳＳＡＧＥメッセージを送信する送信機を備え、上記ｅＮＢは、ＳＩＰＴＯ
＠ＬＮ動作のためのＬ＿ＧＷ機能により構成される。
【００９９】
　実例１６は、実例１１の主題を含むとともに、任意に、上記ｅＮＢは、ＧＷ　Ｔｒａｎ
ｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＵＰＬＩＮＫ　
ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴＥメッセージを送信する送信機を備え、上記ｅＮＢは、ＳＩ
ＰＴＯ＠ＬＮ動作のためのＬ＿ＧＷ機能により構成される。
【０１００】
　実例１７は、インターネットに対する通信の確立を可能にするように構成されるモビリ
ティ管理エンティティ（ＭＭＥ）を含み、当該ＭＭＥは、ＬＩＰＡ（Ｌｏｃａｌ　ＩＰ　
Ａｃｃｅｓｓ）又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ（Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｏｆ
ｆｌｏａｄ　ａｔ　ａ　Ｌｏｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）のためのローカルゲートウェイ（
Ｌ－ＧＷ）機能を通した上記インターネットに対する接続の確立を可能にするように構成
されるとともに、進化型ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）
無線アクセスベアラ（Ｅ－ＲＡＢ）　ＳＥＴＵＰ手順、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ
　ＳＥＴＵＰ手順、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＳＥＲ　ＥＱＵＩＰＭＥＮＴ（ＵＥ）　ＭＥＳＳ
ＡＧＥ手順、又はＵＰＬＩＮＫ　ＮＯＮ　ＡＣＣＥＳＳ　ＳＴＲＡＴＵＭ（ＮＡＳ）　Ｔ
ＲＡＮＳＰＯＲＴ手順のうちの少なくとも１つにより上記インターネットに対する上記接
続の上記確立を可能にするためのものであるプロセッサ回路を備える。
【０１０１】
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　実例１８は、実例１７の主題を含むとともに、任意に、上記プロセッサ回路は、Ｃｏｒ
ｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱ
ＵＥＳＴメッセージであって、上記Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤに含まれる情報が、上
記ｅＮＢが関与しているＥ－ＲＡＢに対する上記ＬＩＰＡ動作又は上記ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ
動作を実行することを可能にするように設定される、上記Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥ
ＱＵＥＳＴメッセージを進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）に送信し、少なくとも１つの要求さ
れたＥ－ＲＡＢについての結果を含んでいるＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥ
メッセージを上記ｅＮＢから受信するように構成される。
【０１０２】
　実例１９は、実例１７の主題を含むとともに、任意に、上記プロセッサ回路は、Ｃｏｒ
ｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ
　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージであって、上記Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ
に含まれる情報が、上記ｅＮＢが関与しているＥ－ＲＡＢに対する上記ＬＩＰＡ動作又は
上記ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作を実行することを可能にするように設定される、上記ＩＮＩＴ
ＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージを進化型ＮｏｄｅＢ（
ｅＮＢ）に送信し、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメ
ッセージを上記ｅＮＢから受信するように構成される。
【０１０３】
　実例２０は、実例１７の主題を含むとともに、任意に、上記プロセッサ回路は、ＧＷ　
Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＩＮＩ
ＴＩＡＬ　ＵＥ　ＭＥＳＳＡＧＥメッセージを進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）から受信し、
ＳＩＰＴＯ＠ＬＮのためのＬ－ＧＷ機能を通して上記インターネットに対する上記接続を
確立するように構成される。
【０１０４】
　実例２１は、実例１７の主題を含むとともに、任意に、上記プロセッサ回路は、ＧＷ　
Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＵＰＬ
ＩＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴメッセージを進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）から受信
し、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮのためのＬ－ＧＷ機能を通して上記インターネットに対する上記接
続を確立するように構成される。
【０１０５】
　実例２２は、命令を記憶する非一時的記憶媒体を含む製品を含み、上記命令は、機械に
より実行される場合に、ＬＩＰＡ（Ｌｏｃａｌ　ＩＰ　Ａｃｃｅｓｓ）又はＳＩＰＴＯ＠
ＬＮ（Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｏｆｆｌｏａｄ　ａｔ　ａ　Ｌｏｃａ
ｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）のためのローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）機能を通してインター
ネットに対する接続を確立するステップであって、上記インターネットに対する上記接続
を確立することが、進化型ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ
）無線アクセスベアラ（Ｅ－ＲＡＢ）　ＳＥＴＵＰ手順、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸ
Ｔ　ＳＥＴＵＰ手順、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＳＥＲ　ＥＱＵＩＰＭＥＮＴ（ＵＥ）　ＭＥＳ
ＳＡＧＥ手順、又はＵＰＬＩＮＫ　ＮＯＮ　ＡＣＣＥＳＳ　ＳＴＲＡＴＵＭ（ＮＡＳ）　
ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ手順のうちの少なくとも１つを実行することを含む、ステップをもた
らす。
【０１０６】
　実例２３は、実例２２の主題を含むとともに、任意に、上記Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ手
順の命令は、実行される場合に、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ情報要素（ＩＥ）を含ん
でいるＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージを受信するステップであって
、上記Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤに含まれる情報が、進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）が
関与しているＥ－ＲＡＢに対する上記ＬＩＰＡ動作又は上記ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作を実行
することを可能にするように設定される、ステップと、少なくとも１つの要求されたＥ－
ＲＡＢについての結果を含んでいるＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセー
ジを送信するステップとをもたらす。
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【０１０７】
　実例２４は、実例２２の主題を含むとともに、任意に、上記ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴ
ＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ手順の命令は、実行される場合に、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ情
報要素（ＩＥ）を含んでいるＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥ
ＳＴメッセージを受信するステップであって、上記Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤに含ま
れる情報が、進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）が関与しているＥ－ＲＡＢに対する上記ＬＩＰ
Ａ動作又は上記ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作を実行することを可能にするように設定される、ス
テップと、少なくとも１つの要求されたＥ－ＲＡＢについての結果を含んでいるＩＮＩＴ
ＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージを送信するステップ
とをもたらす。
【０１０８】
　実例２５は、実例２２の主題を含むとともに、任意に、上記ＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ　Ｍ
ＥＳＳＡＧＥ手順の命令は、実行される場合に、ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ
　Ａｄｄｒｅｓｓ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ　ＭＥＳＳＡＧＥ
メッセージを送信するステップと、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮのためのＬ－ＧＷ機能を通して上記
インターネットに対する上記接続を確立するステップとをもたらす。
【０１０９】
　実例２６は、実例２２の主題を含むとともに、任意に、上記ＵＰＬＩＮＫ　ＮＡＳ　Ｔ
ＲＡＮＳＰＯＲＴ手順の命令は、実行される場合に、ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙ
ｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＵＰＬＩＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳ
ＰＯＲＴメッセージを送信するステップと、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮのためのＬ－ＧＷ機能を通
して上記インターネットに対する上記接続を確立するステップとをもたらす。
【０１１０】
　実例２７は、命令を記憶する非一時的記憶媒体を含む製品を含み、上記命令は、機械に
より実行される場合に、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）において、ＬＩＰＡ（Ｌ
ｏｃａｌ　ＩＰ　Ａｃｃｅｓｓ）又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ（Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　Ｔｒ
ａｆｆｉｃ　Ｏｆｆｌｏａｄ　ａｔ　ａ　Ｌｏｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）のためのローカ
ルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）機能を通してインターネットに対する接続を確立するように
進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）を設定するステップであって、上記インターネットに対する
上記接続を確立することが、進化型ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－Ｕ
ＴＲＡＮ）無線アクセスベアラ（Ｅ－ＲＡＢ）　ＳＥＴＵＰ手順、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯ
ＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ手順、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＳＥＲ　ＥＱＵＩＰＭＥＮＴ（ＵＥ）
　ＭＥＳＳＡＧＥ手順、又はＵＰＬＩＮＫ　ＮＯＮ　ＡＣＣＥＳＳ　ＳＴＲＡＴＵＭ（Ｎ
ＡＳ）　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ手順のうちの少なくとも１つを実行することを含む、ステッ
プをもたらす。
【０１１１】
　実例２８は、実例２７の主題を含むとともに、任意に、上記命令は、Ｃｏｒｒｅｌａｔ
ｉｏｎ　ＩＤ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメ
ッセージを上記ＭＭＥから上記ｅＮＢに送信するステップであって、上記Ｃｏｒｒｅｌａ
ｔｉｏｎ　ＩＤに含まれる情報が、上記ｅＮＢが関与しているＥ－ＲＡＢに対する上記Ｌ
ＩＰＡ動作又は上記ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作を実行することを可能にするように設定される
、ステップと、少なくとも１つの要求されたＥ－ＲＡＢについての結果を含んでいるＥ－
ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージを上記ｅＮＢから受信するステップと
をもたらす。
【０１１２】
　実例２９は、実例２７の主題を含むとともに、任意に、上記命令は、Ｃｏｒｒｅｌａｔ
ｉｏｎ　ＩＤ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵ
Ｐ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージを上記ｅＮＢに送信するステップであって、上記Ｃｏｒｒ
ｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤに含まれる情報が、上記ｅＮＢが関与しているＥ－ＲＡＢに対する
上記ＬＩＰＡ動作又は上記ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作を実行することを可能にするように設定
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される、ステップと、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥ
メッセージを上記ｅＮＢから受信するステップとをもたらす。
【０１１３】
　実例３０は、実例２７の主題を含むとともに、任意に、上記命令は、ＧＷ　Ｔｒａｎｓ
ｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＩＮＩＴＩＡＬ　
ＵＥ　ＭＥＳＳＡＧＥメッセージを上記ｅＮＢから受信するステップと、ＳＩＰＴＯ＠Ｌ
ＮのためのＬ－ＧＷ機能を通して上記インターネットに対する上記接続を確立するステッ
プとをもたらす。
【０１１４】
　実例３１は、実例２７の主題を含むとともに、任意に、上記命令は、ＧＷ　Ｔｒａｎｓ
ｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＵＰＬＩＮＫ　Ｎ
ＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴメッセージを上記ｅＮＢから受信するステップと、ＳＩＰＴＯ
＠ＬＮのためのＬ－ＧＷ機能を通して上記インターネットに対する上記接続を確立するス
テップとをもたらす。
【０１１５】
　実例３２は、機器を含み、当該機器は、ＬＩＰＡ（Ｌｏｃａｌ　ＩＰ　Ａｃｃｅｓｓ）
又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ（Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｏｆｆｌｏａｄ　ａ
ｔ　ａ　Ｌｏｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）のためのローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）機能
を通してインターネットに対する接続を確立するように進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）を設
定するための手段であって、上記インターネットに対する上記接続を確立することが、進
化型ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）無線アクセスベアラ
（Ｅ－ＲＡＢ）　ＳＥＴＵＰ手順、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ手順、
ＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＳＥＲ　ＥＱＵＩＰＭＥＮＴ（ＵＥ）　ＭＥＳＳＡＧＥ手順、又はＵ
ＰＬＩＮＫ　ＮＯＮ　ＡＣＣＥＳＳ　ＳＴＲＡＴＵＭ（ＮＡＳ）　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ手
順のうちの少なくとも１つを実行することを含む、手段を備える。
【０１１６】
　実例３３は、実例３２の主題を含むとともに、任意に、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ
情報要素（ＩＥ）を含んでいるＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージを上
記ｅＮＢに送信するための手段であって、上記Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤに含まれる
情報が、上記ｅＮＢが関与しているＥ－ＲＡＢに対する上記ＬＩＰＡ動作又は上記ＳＩＰ
ＴＯ＠ＬＮ動作を実行することを可能にするように設定される、手段と、少なくとも１つ
の要求されたＥ－ＲＡＢについての結果を含んでいるＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰ
ＯＮＳＥメッセージを上記ｅＮＢから受信するための手段とを備える。
【０１１７】
　実例３４は、実例３２の主題を含むとともに、任意に、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ
情報要素（ＩＥ）を含んでいるＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵ
ＥＳＴメッセージを上記ｅＮＢに送信するための手段であって、上記Ｃｏｒｒｅｌａｔｉ
ｏｎ　ＩＤに含まれる情報が、上記ｅＮＢが関与しているＥ－ＲＡＢに対する上記ＬＩＰ
Ａ動作又は上記ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作を実行することを可能にするように設定される、手
段と、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージを上
記ｅＮＢから受信するための手段とを備える。
【０１１８】
　実例３５は、実例３２の主題を含むとともに、任意に、ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌ
ａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ　ＭＥＳ
ＳＡＧＥメッセージを上記ｅＮＢから受信するための手段と、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮのための
Ｌ－ＧＷ機能を通して上記インターネットに対する上記接続を確立するための手段とを備
える。
【０１１９】
　実例３６は、実例３２の主題を含むとともに、任意に、ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌ
ａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＵＰＬＩＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡ
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ＮＳＰＯＲＴメッセージを上記ｅＮＢから受信するための手段と、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮのた
めのＬ－ＧＷ機能を通して上記インターネットに対する上記接続を確立するための手段と
を備える。
【０１２０】
　実例３７は、インターネットに対する通信を確立する方法を含み、当該方法は、進化型
ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）において、ＬＩＰＡ（Ｌｏｃａｌ　ＩＰ　Ａｃｃｅｓｓ）又はＳＩ
ＰＴＯ＠ＬＮ（Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｏｆｆｌｏａｄ　ａｔ　ａ　
Ｌｏｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）のためのローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）機能を通して
上記インターネットに対する接続を確立するステップであって、上記インターネットに対
する上記接続を確立することが、進化型ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（Ｅ
－ＵＴＲＡＮ）無線アクセスベアラ（Ｅ－ＲＡＢ）　ＳＥＴＵＰ手順、ＩＮＩＴＩＡＬ　
ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ手順、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＳＥＲ　ＥＱＵＩＰＭＥＮＴ（Ｕ
Ｅ）　ＭＥＳＳＡＧＥ手順、又はＵＰＬＩＮＫ　ＮＯＮ　ＡＣＣＥＳＳ　ＳＴＲＡＴＵＭ
（ＮＡＳ）　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ手順のうちの少なくとも１つを実行することを含む、ス
テップを含む。
【０１２１】
　実例３８は、実例３７の主題を含むとともに、任意に、上記Ｅ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ手
順は、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴ
ＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージを受信するステップであって、上記Ｃｏｒｒｅｌａｔｉ
ｏｎ　ＩＤに含まれる情報が、進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）が関与しているＥ－ＲＡＢに
対する上記ＬＩＰＡ動作又は上記ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作を実行することを可能にするよう
に設定される、ステップと、少なくとも１つの要求されたＥ－ＲＡＢについての結果を含
んでいるＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージを送信するステップとを
含む。
【０１２２】
　実例３９は、実例３７の主題を含むとともに、任意に、上記ＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴ
ＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ手順は、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ情報要素（ＩＥ）を含んでい
るＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージを受信する
ステップであって、上記Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤに含まれる情報が、進化型Ｎｏｄ
ｅＢ（ｅＮＢ）が関与しているＥ－ＲＡＢに対する上記ＬＩＰＡ動作又は上記ＳＩＰＴＯ
＠ＬＮ動作を実行することを可能にするように設定される、ステップと、少なくとも１つ
の要求されたＥ－ＲＡＢについての結果を含んでいるＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　
ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージを送信するステップとを含む。
【０１２３】
　実例４０は、実例３７の主題を含むとともに、任意に、上記ＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ　Ｍ
ＥＳＳＡＧＥ手順は、ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ情報要素
（ＩＥ）を含んでいるＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ　ＭＥＳＳＡＧＥメッセージを送信するステ
ップと、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮのためのＬ－ＧＷ機能を通して上記インターネットに対する上
記接続を確立するステップとを含む。
【０１２４】
　実例４１は、実例３７の主題を含むとともに、任意に、上記ＵＰＬＩＮＫ　ＮＡＳ　Ｔ
ＲＡＮＳＰＯＲＴ手順は、ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ情報
要素（ＩＥ）を含んでいるＵＰＬＩＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴメッセージを送信
するステップと、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮのためのＬ－ＧＷ機能を通して上記インターネットに
対する上記接続を確立するステップとを含む。
【０１２５】
　実例４２は、機器を含み、当該機器は、ＬＩＰＡ（Ｌｏｃａｌ　ＩＰ　Ａｃｃｅｓｓ）
又はＳＩＰＴＯ＠ＬＮ（Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｏｆｆｌｏａｄ　ａ
ｔ　ａ　Ｌｏｃａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）のためのローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）機能
を通してインターネットに対する接続を確立するための手段であって、上記インターネッ
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トに対する上記接続を確立することが、進化型ユニバーサル地上無線アクセスネットワー
ク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）無線アクセスベアラ（Ｅ－ＲＡＢ）　ＳＥＴＵＰ手順、ＩＮＩＴＩ
ＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ手順、ＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＳＥＲ　ＥＱＵＩＰＭＥＮ
Ｔ（ＵＥ）　ＭＥＳＳＡＧＥ手順、又はＵＰＬＩＮＫ　ＮＯＮ　ＡＣＣＥＳＳ　ＳＴＲＡ
ＴＵＭ（ＮＡＳ）　ＴＲＡＮＳＰＯＲＴ手順のうちの少なくとも１つを実行することを含
む、手段を備える。
【０１２６】
　実例４３は、実例４２の主題を含むとともに、任意に、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ
情報要素（ＩＥ）を含んでいるＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵＥＳＴメッセージを受
信するための手段であって、上記Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤに含まれる情報が、進化
型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）が関与しているＥ－ＲＡＢに対する上記ＬＩＰＡ動作又は上記Ｓ
ＩＰＴＯ＠ＬＮ動作を実行することを可能にするように設定される、手段と、少なくとも
１つの要求されたＥ－ＲＡＢについての結果を含んでいるＥ－ＲＡＢ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥ
ＳＰＯＮＳＥメッセージを送信するための手段とを備える。
【０１２７】
　実例４４は、実例４２の主題を含むとともに、任意に、Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤ
情報要素（ＩＥ）を含んでいるＩＮＩＴＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＱＵ
ＥＳＴメッセージを受信するための手段であって、上記Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ　ＩＤに
含まれる情報が、進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）が関与しているＥ－ＲＡＢに対する上記Ｌ
ＩＰＡ動作又は上記ＳＩＰＴＯ＠ＬＮ動作を実行することを可能にするように設定される
、手段と、少なくとも１つの要求されたＥ－ＲＡＢについての結果を含んでいるＩＮＩＴ
ＩＡＬ　ＣＯＮＴＥＸＴ　ＳＥＴＵＰ　ＲＥＳＰＯＮＳＥメッセージを送信するための手
段とを備える。
【０１２８】
　実例４５は、実例４２の主題を含むとともに、任意に、ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌ
ａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＩＮＩＴＩＡＬ　ＵＥ　ＭＥＳ
ＳＡＧＥメッセージを送信するための手段と、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮのためのＬ－ＧＷ機能を
通して上記インターネットに対する上記接続を確立するための手段とを備える。
【０１２９】
　実例４６は、実例４２の主題を含むとともに、任意に、ＧＷ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌ
ａｙｅｒ　Ａｄｄｒｅｓｓ情報要素（ＩＥ）を含んでいるＵＰＬＩＮＫ　ＮＡＳ　ＴＲＡ
ＮＳＰＯＲＴメッセージを送信するための手段と、ＳＩＰＴＯ＠ＬＮのためのＬ－ＧＷ機
能を通して上記インターネットに対する上記接続を確立するための手段とを備える。
【０１３０】
　１つ若しくは複数の実施例を参照してここで説明された機能、動作、構成要素、及び／
若しくは特徴は、１つ若しくは複数の他の実施例を参照してここで説明された１つ若しく
は複数の他の機能、動作、構成要素、及び／若しくは特徴と結合され得るか、又は、１つ
若しくは複数の他の実施例を参照してここで説明された１つ若しくは複数の他の機能、動
作、構成要素、及び／若しくは特徴と組み合わせて利用され得るとともに、その逆もまた
同様である。
【０１３１】
　いくつかの特徴がここで例示されて説明されたが、当業者には、多くの修正物、代替物
、変更物、及び等価物が思い浮かぶ可能性がある。したがって、添付された請求項は、本
発明の真の趣旨に含まれる全てのそのような修正物及び変更物をカバーすることを意図し
ている、ということが理解されるべきである。
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